















































































































なわち、「大旅行」前夜である第 I 期生から第 4
期生までを「模索期」とし、第 5 期生から第 16
期生を「拡大期」、第 17 期生から第 28 期生を
「円熟期」、第 29 期生から第 37 期生を「制約期」、





「晋蒙隊旅行記」（6 期） 1908 年 張家口→帰化城→包頭→帰化城→大同→張家口
「甘粛額爾多斯班記J (8 期） 1910 年 洛陽→西安→寧夏府→包頭→帰化城→張家口
「内蒙古の旅」 (15 期） 1917 年 長春→挑南→遼源（鄭家屯）→開魯→赤峯→熱河
「興安騎行」 (18 期） 1920 年 遼源（鄭家屯）→挑南→林西→赤峯→熱河
資料：各「大旅行誌」より作成。
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「拡大期J (1907 年～ 1919 年）は、「大旅行」



































1907 年～ 1908 年）、『支那省別全誌』（全 18 巻、
1917 年～ 1920 年）、『新修支那省別全誌』（全 9

















































「晋蒙隊」は、 1908 年 7 月 10 日に上海の東亜
同文書院を出発し、前出の第 l 表のコースを辿り
ながら同年 10 月 24 日に帰院した。出発時の班








































多斯班」は、 1919 年 6 月 28 日に出発し、同年







のうち 45 日（全体の 33.6%）、記述では 38 頁の







「大旅行J 記録からみ定 20 世紀前半期の内蒙古の地域像
陰山山脈
オルドス沙漠






第 1 図第 6期生「晋蒙隊」と第 8期生「甘粛額爾多斯班」の「大旅行」コース（一部）



























































































































「大旅行J 記録からみ疋 20 世紀前半期の内蒙古の地域像
凡例 ·：~，~岨よb〈み、 凡例日田 H 回V 畑 V 畑
、II，草地
長春 ,11，草地
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第 2図第 15 期生「内蒙古班」コース上の土地条件
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らがそれらに遭遇した場所を第 4 図と第 5 図に示
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大旅行誌』（オンデマンド版）、全 33 巻＋解説 l 巻、雄
松堂出版。
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